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申し込み受付中!

     「残暑を乗り切る!
  昆布レシピ」
喜多條清光
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今回は、これまで誌面でお伝えしてきた中之島の魅力を、
本誌プレスが新たな視点で（勝手に）ランキング。誰もが知る定番名所から、
意外なスポットが飛び出す番狂わせまで、遊び心を持ってご覧ください。2015

取材・文／江弘毅　江口由夏

シ
マ
を
見
る
な
ら
こ
の
橋
に
立
て

橋
の
美
、秘
訣
は
シ
マ
に
あ
り

　
橋
番
付
は
、
橋
そ
の
も
の
の
美
し
さ
に
も
注
目
し
て
作
る
べ
し
。

た
だ
、
単
純
に
装
飾
の
美
し
さ
や
年
季
の
違
い
を
競
う
の
で
は
な

い
。
本
誌
プ
レ
ス
と
し
て
は
、
現
在
の
橋
が
あ
る
背
景
や
、
隠
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
評
価
し
て
い
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

読
者
諸
君
が
橋
を
渡
る
と
き
、
ま
た
違
っ
た
楽
し
み
方
が
期
待
出

来
る
は
ず
だ
。　

堂島大橋

難波橋

田蓑橋
　河口に近い中之島の西端部、堂島川にかかる堂島大
橋。大きなリベットがむき出しになっている鉄鋼材のアーチ
が特徴だ。その鋼材の間から見える上流方面の風景は、さ
まざまな建築物がバラエティに富み都会的。

　南詰、北浜方面に近い位置から見る西側の
風景がベスト。大阪市中央公会堂の赤煉瓦
の色がひときわ目立ち、後の大阪市役所、竣工
したばかりの新ダイビルのモノトーンと好対照な
風景。左には中之島フェスティバルタワー。低
層部に貼られたベージュ色のレンガブロックが
シックで美しい。

　堂島川にかかる橋の途中に丸く出っ張った
展望用のステップが３つ。いちばん南詰寄りの
ステップから見た光景。ダイビル本館、中之島
ダイビル、中之島三井ビルディング、フェスティ
バルタワーと高層建築が並ぶ。

　
東
西
約
３
キ
ロ
、
面
積
が
50　
ha
の
ほ
ん
の
小
さ
な
エ
リ
ア
の
中

之
島
に
架
か
る
橋
は
23
本
。
ど
の
橋
も
「
水
の
都
」
を
象
徴
す
る

よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
で
美
し
い
。
が
、
姿
形
が
違
え
ど
も
、
共
通
す

る
考
え
方
は
、
足
元
は
ガ
ッ
チ
リ
橋
上
を
見
通
し
よ
く
と
、
あ
ら

か
じ
め
川
や
風
景
を
意
識
し
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
か
ら
、
橋
を
渡
る
と
き
に
見
え
る
中
之
島
の
風
景
は
抜
群
な

の
だ
。
そ
ん
な
な
か
か
ら
『
月
刊
島
民
』
が
選
ん
だ
ベ
ス
ト
３
、

と
く
と
ご
覧
い
た
だ
こ
う
。

中之島ガーデンブリッジ

難波橋
　好きな橋として挙がるこ
とが多い、今年１００周年を
迎えた通称「ライオン橋」。
他の橋より装飾が目立つ
優美さに加え、欄干や親
柱に飾られた市章「みおつ
くし」が、わがまちの橋とし
て愛着が湧くのかもしれな
い。

　堂島川にかかる歩行者
専用の橋は、平成に完成
した新入り。毎年秋に恒
例の「橋洗い」が行われ、
界隈の企業や団体、北新
地の飲食業者ら約２００人
ほどがデッキブラシでゴシゴ
シと磨くことにより、清潔さ
が保たれている。

鉾流橋・水晶橋
　いずれも大阪市中央公会堂の北側にかかる、昭和４年（１９２
９）に完成した“双子”。天神祭の神事の舞台だった鉾流橋、河川
浄化が目的の可動堰だった水晶橋は、中央公会堂を入れた景
観が考慮され、どちらも本来の目的から装飾を改められた者同士。
無骨な機械部分を隠したり、洋式を取り入れたり、その裏の苦労
が評価されて今回の番付ではベスト1に。

大
関

大
関

2
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中之島名所番付『月刊島民』7周年記念

癒
し
の
カ
ド
丸
建
築

見
下
ろ
す
た
め
の
ビ
ル

　
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
＝
働
く
た
め
の
ビ
ル
、
と
い
う
考
え
は
古

い
。
今
は
屋
上
や
テ
ラ
ス
な
ど
、
ビ
ル
の
一
部
を
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
開
放
し
、
中
之
島
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
ビ
ル
が
あ

る
エ
リ
ア
を
知
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
試
み
が
盛
ん
。
そ
の
ビ
ル

で
働
い
て
い
な
い
人
で
も
気
軽
に
出
入
り
で
き
る
気
遣
い
が
、
島

民
プ
レ
ス
に
と
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
。

中之島センタービル
　川と橋の交差点のよう
になっているのがよくわか
る、中之島センタービル
（NCB）31階にあるNCB
スカイルームからの最西端
の眺め。最近は中之島
GATEに中之島漁港がオ
ープンし、リバービューにも
変化が出た？

　13階のスカイロビーは、
平日のみ出入り可能。屋
外のウッドデッキからは、こ
のタワーのキモである巨大
なメガトラス構造の柱を間
近に、橋がいくつも伸びる
中之島の西側や南側を臨
むことができる。

OMMビル
　高さ78mの大規模複合ビルとして開業した昭和44年（１９６
９）から変わらず、市内を一望できる屋上庭園が名物。10:00AM
～4:00PMまで一般開放している大阪城方面は、ビル中のテナ
ントにとっては休憩所、観光客には展望台として大人気だ。中之
島方面の景色は設置されたライブカメラを通し、ホームページで
閲覧できる仕組みが。

大阪証券取引所
北新地のタクシー乗り場

ダイビル本館

　カド丸というよりは、巨大な円柱をガラス張り
の高層ビルに埋め込んでいる。金融街・北浜
の象徴ながら、この丸みは働く島民たちに安心
感を与える。重厚な石造りのレトロ建築と、現
代風のオフィスビルの融合が中之島らしい。

　東の銀座と並ぶ、西の北新地は船大工通でこんなプ
チ・カド丸建築を発見。レトロというかモダンというか、戦後、
高度経済成長期の夢とスピードを感じさせる、思いきり半
円状に切り取られた見事なカド丸具合だ。

　もともとが渡邊節の設計で、大正14年（１９２
５）竣工の大阪を代表する近代建築。２０１３年
に建て替えられた際、低層階の外観を復元。
石の彫刻や外壁に貼られたスクラッチ煉瓦は、
手作業で外され再利用された。豪華客船の舳
先を思わせる優雅なデザイン。

　
「
カ
ド
丸
建
築
」
と
い
う
専
門
用
語
は
な
い
。
け
れ
ど
も
即
座

に
お
分
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
中
之
島
周
辺
に
は
角
を
丸
く
カ
ー

ブ
さ
せ
た
カ
ド
丸
建
築
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
し
て
角
地
に
面
し

た
カ
ド
丸
建
築
を
見
る
と
、
な
ん
だ
か
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ

う
に
な
ご
む
の
だ
。
余
談
に
な
る
が
、
そ
の
カ
ド
丸
建
築
の
命
名

者
は
、建
築
家
の
髙
岡
伸
一
さ
ん
。
２
０
１
４
年
に
上
梓
し
た
『
大

阪
名
所
図
解
』（
１
４
０
Ｂ
）
で
は
、
そ
の
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
の
大
阪
の
カ
ド
丸
建
築
が
ず
ら
り
。

中之島フェスティバルタワー 大
関

大
関

奈路道程画伯も
一押しの建築！
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惚
れ
る
偉
人
た
ち
の
貢
献

作
家
に
愛
さ
れ
た
中
之
島

　
中
之
島
界
隈
を
歩
く
と
、
偉
人
た
ち
の
功
績
を
讃
え
た
石
碑
や

本
人
の
像
を
た
く
さ
ん
見
か
け
る
。
し
か
し
、
実
際
に
彼
ら
が
何

を
残
し
た
か
と
い
う
と
、
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
大
阪
の
歴
史
に
詳
し
い
﹇
平
岡
珈
琲
店
﹈
マ
ス
タ
ー

の
小
川
清
さ
ん
に
、
偉
人
た
ち
の
貢
献
度
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
大

阪
・
中
之
島
に
お
け
る
功
績
の
現
存
度
、
現
在
に
伝
わ
る
彼
ら
の

太
っ
腹
度
や
人
柄
に
至
る
ま
で
が
判
断
材
料
に
。「
中
之
島
の
恩

人
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
は
、
い
っ
た
い
誰
な
の
か
？

　
中
之
島
は
、
文
学
作
品
に
も
多
く
登
場
す
る
街
で
も
あ
る
。
歴

史
の
厚
み
が
あ
る
だ
け
に
、
新
旧
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
題
材
に

選
ば
れ
や
す
い
よ
う
だ
。

　
多
い
だ
け
に
、
ラ
ン
ク
付
け
が
難
し
い
。
本
誌
で
も
特
集
し
た

織
田
作
之
助
や
高
村
薫
の
作
品
も
外
せ
な
い
よ
う
な
。
そ
こ
で
、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
司
書
の
方
に
協
力
を
お
願
い
。
大
御

所
の
有
名
す
ぎ
る
作
品
か
ら
、
近
年
登
場
し
た
作
品
、
超
番
外
編

の
も
の
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

大橋房太郎

福田紀一
『霧に沈む戦艦未来の城』

關一

行司は小川 清さん
［平岡珈琲店］
マスター

行司はKさん
大阪府立
中之島図書館 
覆面司書

久坂部羊
『ブラック・ジャックは
遠かった』

近松門左衛門『曾根崎心中』

　意外と知られていない
鶴見区放出出身の政治
家。明治18年（１８８５）の
淀川大洪水をきっかけに、
淀川の付け替え工事に生
涯を捧げた「治水翁」。現
在の水都大阪は、この人
なくしてはありえなかっただ
ろう。

　Kさんいわく「超番外」。大御所作品を押さえ
た番狂わせ的トンデモSF。一言で表すと西日
本が独立し、中之島が軍艦になるのだが、中
之島公園に戦艦「最上」のマストがあったこと
を考えると、無茶な発想でもない？

　社会政策や都市問題
の研究者から一転、大阪
市助役に。御堂筋の拡幅
や地下鉄御堂筋線の建
設、大阪市中央卸売市場
の開設など、第七代大阪
市長として「大大阪時代」
を支えた。その像は大阪市
東洋陶磁美術館の西側
にたたずむ。

　奇しくも關一と大橋房太郎は昭
和10年（１９３５）に亡くなっていて、
大阪市中央公会堂で市民喪が行
われたのはこの二人だけ。政策に対
しては当初非難も多かったようです
が、彼ら自身の堅実な生活や地道
な活動も慕われる一因だったのでは。

　１位は当館にも貴重な初版本が
ある、“大御所”近松門左衛門の『曽
根崎心中』。『心中天網島』にも、中
之島界隈のなじみ深い地名がしば
しば登場します。でもやっぱり中之
島のイメージは、個人的には久坂部
羊さんですね（笑）

　本誌人気連載「中之島ふらふら
青春記」がまとめられた一冊が、め
でたく２位に。中之島に大阪大学
医学部キャンパスがあった頃の何
気ないワンシーンに、自らの青春

を重ね合わせて読み進め
た読者も多いのでは。

　江戸時代前期の浄瑠
璃・歌舞伎作家として活躍
した、近松門左衛門の名
作。舞台になった当時の
曽根崎はひっそりしていた
が、堂島や北新地は、華や
かな文化が育まれた土地
だ。晩年に京都から大坂
へ移り住んだ近松も、近辺
をロケハンしてみたのかも
しれない。「原文から美しい
七五調を味わうのがおす
すめ」と推薦者のKさん。

大
関

小川さんが上梓した
彼の自伝は必読！

五代友厚
　自らが立ち上げた大阪
証券取引所（P3）前に
堂々と立つ銅像その人。
造幣局や大阪商船、大阪
商工会議所に堂島の製
藍所など数々の発起人を
務め、薩摩藩出身ながら
大阪を「東洋のマンチェス
ター」と呼ばれるほどに経
済発展させた。靱公園近く
や日本銀行大阪支店の
場所に居を構えた島民だ
ったというのもポイント高し。

大
関

２０１１年には、直木賞
作家の角田光代がリメ
イクしたことで話題に。

4
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ダイビル本館エントランス

少彦名神社&御霊神社 御神楠

天満天神繁昌亭前

京阪電車中之島線 中之島駅

中之島ウエスト・打ち水プロジェクト

蛸の松
　２００８年に開通した中
之島線の各駅には、各エ
リアのイメージが盛り込ま
れている。沿線の源である
この駅には木材を使用。
不燃性とデザイン性を両
立させた美しい駅は、中之
島のシンボルだ。同い年の
本誌も親近感。

　中之島に拠点を置く企業が中心になり、「ヒートアイラン
ド」中之島を冷やす真夏の風物詩。シマを代表するビル前
で一斉に実施される打ち水は、見応えも清涼感も十分。
大川で汲み取った水を活用するのも中之島らしい。

　島民としては外せない、マイナス
イオンに満ちた憩いの場。バラ園を
越えて東に進むと、阪神高速や天
神橋下が絶好の日除けスポットに。
さらに東、中之島公園の先端は、天
然のクールスポットだ。大木の木陰
や川により近い場所はいつも涼し
げ。昼寝に、ランチにと島民の穴場
になっている。近頃では、ヨガ会場と
しても人気を博す。

　田蓑橋北詰のたもとにある。中之島に蔵屋敷があった頃、当
時の広島藩主だった福島正則が植えたとされ、その枝ぶりが泳
ぐ蛸にそっくりだったことから名が付いた。かつては田蓑橋南詰の
やや西にあり、錦絵の題材としても扱われる名所となったが、明
治時代後半に枯死。しかし護岸美化工事を機に２００４年に再現
され、新たな名所としてよみがえった。

　道修町・少彦名神社と
淡路町・御霊神社の御神
木がランクイン。前者（写
真左）は薬の町を見守り続
ける、樹齢３００年の巨木。
後者（写真右）は空襲時
の大火傷から再生し、その
生命力にあやかりたい参
拝者が絶えない。

　２００６年、天満天神繁
昌亭がオープンした際に
設置。赤ポストが登場する
前に活躍していた、明治
期の黒い屋根付きポストを
イメージ。小道具ではなく、
毎日きちんと回収される現
役。初投函は桂文枝さん
が務めた。

　再オープンにあたり、か
つての外観を再現したダイ
ビル本館（P３）。実は、解
体前のビルの名物だったレ
トロな私設郵便函もほぼ同
じ場所に復活！　メールシ
ュートタイプではないが、記
念ではなく現役なのが嬉し
いところ。

日本銀行
大阪支店前
　御堂筋沿いの行き交う
人 を々見守ってきた、昭和
46年（１９７１）生まれの黄
金ポスト。かつて同じ場所
には大阪郵便役所があり、
集められた郵便が東京に
輸送される新式郵便発祥
の地でもあった。その由緒
は、同地にある石碑に明ら
か。近代郵便制度の夜明
けから１００周年を記念して
作られた、当時の生き証人
でもある。

　
建
築
全
体
で
な
く
、
あ
え
て
視
野
を
狭
め
て
ポ
ス
ト
に
注
目
し

て
み
る
。
挙
が
っ
た
の
は
従
来
の
赤
ポ
ス
ト
と
は
一
味
違
う
、「
こ

の
場
所
」
に
し
か
な
い
ポ
ス
ト
た
ち
だ
。

　
そ
こ
に
は
、
バ
ッ
ク
に
控
え
る
建
築
や
土
地
へ
の
思
い
、
歴
史

へ
の
理
解
や
意
匠
が
込
め
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
見
過
ご
し
そ
う

な
ポ
イ
ン
ト
に
こ
そ
、
島
民
的
視
点
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
。

　
オ
フ
ィ
ス
街
・
中
之
島
に
根
を
張
る
木
々
は
、
ち
ょ
っ
と
異
質

な
存
在
だ
。
ひ
し
め
く
ビ
ル
群
の
中
で
癒
し
を
も
た
ら
す
、
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
え
る
。

　
開
発
が
進
む
時
代
で
も
、
人
々
が
敬
意
を
払
っ
て
残
し
て
い
る

の
は
理
由
が
あ
る
。
ポ
ス
ト
に
続
き
、
島
民
的
視
点
が
問
わ
れ
る

番
付
か
も
し
れ
な
い
？

　
梅
雨
も
明
け
た
真
夏
の
８
月
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
を
出
入
り
す
る
ク

ー
ル
ビ
ズ
島
民
が
知
り
た
い
、
シ
マ
の
避
暑
地
と
い
え
ば
？

　
そ
も
そ
も
川
に
囲
ま
れ
た
中
之
島
に
は
、
暑
さ
を
和
ら
げ
る
ス

ポ
ッ
ト
が
多
い
。
水
辺
を
利
用
し
た
テ
ラ
ス
や
、
乗
り
物
を
利
用

し
て
み
る
の
も
一
つ
の
手
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
開
放
ゾ
ー
ン
や
美

術
館
を
訪
れ
る
の
も
ア
リ
だ
。

歴
史
は
ポ
ス
ト
を
見
よ

木
を
見
て
街
を
見
な
い 

街
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

中之島剣先公園

大
関

大
関

大
関

5
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町
人
の
粋
な
遊
び「
見
立
番
付
」。

大
坂
人
は

 「
番
付
」が
お
好
き
。

芝
居
や
大
相
撲
か
ら
派
生
し
、様
々
な
テ
ー
マ
で

ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
く
遊
び
の
発
端
は
、

江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
所
蔵
資
料
か
ら
、

大
坂
町
人
の「
遊
び
心
」を
ご
紹
介
し
よ
う
。

取
材・文
／
江
口
由
夏　
協
力
／
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館　
写
真
／
李 

宗
和

　
錦
橋
の
北
詰
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
天

保
元
年
頃
（
１
８
２
９
）
に
作
ら
れ
た
「
浪

華
橋
々
繁
栄
見
立
相
撲
」。
東
の
大
関
は
天
神

橋
、
西
の
大
関
は
難
波
橋
、
な
ん
と
行
司
は

四
ツ
橋
。
大
相
撲
の
力
士
に
な
ぞ
ら
え
、
大

坂
に
架
か
る
橋
２
０
５
ヶ
所
を
通
行
量
の
多

い
順
に
並
べ
た
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
相
撲
の
番
付
表
に
見
立
て

て
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
情
報

紙
「
見
立
番
付
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
18

世
紀
末
か
ら
町
人
の
間
で
人
気
を
博
し
た
。

特
に
「
将
軍
の
お
膝
元
」
江
戸
と
「
天
下
の

台
所
」
大
坂
で
大
流
行
。
両
者
と
も
情
報
が

集
ま
り
や
す
く
、
流
通
の
仕
組
み
が
整
っ
て

い
た
こ
と
が
共
通
点
だ
。
大
都
市
で
は
良
く

も
悪
く
も
膨
大
な
情
報
に
行
動
が
左
右
さ
れ

る
た
め
、
人
々
は
ひ
と
つ
の
判
断
材
料
と
し

て
番
付
表
を
重
宝
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　
相
違
点
も
あ
る
。
パ
ロ
デ
ィ
ら
し
く
「
遊

び
心
」
が
必
要
な
見
立
番
付
は
、
世
に
出
回

っ
た
大
半
が
大
坂
発
の
も
の
。
そ
の
中
身
も
、

横
浜
開
港
や
幕
末
の
動
乱
も
ネ
タ

に
す
る
江
戸
の
番
付
に
比
べ
、
大

坂
は
「
天
下
の
台
所
」
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
地
方
の
特
産
品
や
長
者
の
番
付
が

も
て
は
や
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
世
の
中
の
動

き
や
流
行
を
映
し
た
番
付
が
作
ら
れ
た
わ
け

だ
が
、「
何
を
面
白
が
る
か
」
で
江
戸
と
大
坂

の
焦
点
が
異
な
る
と
い
う
の
は
、
現
代
の
笑

い
に
通
じ
て
は
こ
な
い
か
。

浪花両替取引手柄鑑
（安政4年・1857）

ヒミツ❷ テーマ◎番付のヒミツ

ヒミツ❸ 流通

ヒミツ❶ 作者

蔵屋敷が集中した大坂・中之島では、各藩の
年貢米や産物を換金する両替商が発達。繁
盛順に屋号を並べた中には、大坂屈指の豪
商・鴻池や加島屋の名が。

　木版印刷の普及により、一枚摺の番付
表は江戸と大坂を中心にどんどん流行し
ていく。ある程度バラエティに富んだ頃、
大坂では色々な番付表をまとめた総集編
も出た。地方都市ではご当地番付表も誕
生。京都でも作られたが、気軽な読み物
が歓迎される大坂の本屋と違い、教養書
を多く扱う本屋では置きにくかったという。

　相撲や歌舞伎に始まった番付遊びの
題材は、神社仏閣に温泉、惣菜から園芸
植物にまで及んだ。しかし検閲を恐れて
か、政治に絡めた番付表はめったにない。
江戸では人々の関心が集まるため、横浜
開港や幕末の内乱を取り上げたものが作
られたが、番付して遊ぶという娯楽自体
が次第に廃れていく。幕末の混乱で「遊
び心」どころではなかったのだろうか。

　番付表は作者不明、記載があっても偽
名の場合が多い。ひとつの判断基準を元
に格付けした番付表は、世に出てからの
「うちが載っていない」「この順位はおか
しい」などのクレームを恐れ、問い合わせ
先を曖昧にするのがお決まり。先に欄外で
「次第不同御免」（順列が違っていたらご
めんなさい）と記載し、内容に自信がない
言い訳や漏れがあった場合のお詫びを
書いて、責任逃れの策を講じるのも珍しく
なかった。

6
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諸国産物大数望（天保11年・1840）

天保八酉年浪花施行末代鑑（天保12年・1841）

当時流行町請医師見立（天保11年・1840）

あほうとかしこの番付（刊年不明）

生活密着型ランキング。

　旅の流行や名産品への憧れから、江戸や大坂では特産品番付がよく
作られた。東の大関にはダシに欠かせない「陸奥の松前昆布」、東の大
関には堂島米市場で盛んに取り引きされたであろう「西国の白米」。蔵
屋敷が立ち並んでいた中之島ならではの、大坂の食文化を表した番付
だ。ゆえに、大坂の食材番付は、江戸では役に立たなかったという。

　天保の大飢饉の際、どの大坂町人がどれだけの私財を投げ打って
人々に施したかを表す。まさに江戸時代版「惚れてまうやろ」番付。当時
はこの番付に載るか載らないかで悪評が立ち、「末代」と名が付くように
商家の未来が左右されたというから恐ろしい。載らなかった長者に対して
は「今度は貢献しなさいよ」という戒めも込められていた。

　薬の町・道修町があった北船場を中心に、大坂には医者が多かった。
そこで作られたのが「安心して診察してくれる医者ランキング」。番付には
医者の住所や専門分野も記載。医療技術を不安がる患者側からは、よ
り正確な医者情報を大量に求めるリクエストが尽きず、毎年改正されるた
びに掲載人数も増え、サイズも拡張せざるを得なかった。

　19世紀以降の大坂では、教訓を込めた「仮名草子」風の読ませる番
付が増えていく。また、左右ではなく上下に対比する表も新しく登場。「あ
ほうの方＝大水に川わたりするうろたへもの」「かしこの方＝うつくしいか
かを見世においてあきないさす人」など、上方らしいいけず炸裂。「人の振
り見て我が振り直せ」という教訓なのかもしれない。

中之島図書館の司書の方にピックアップしていただき、上方の風俗が反映され
ている番付４つをご紹介。見立番付のテーマは、やはり何でもあり？

こ
の
医
者
に
か
か
り
た
い

集
ま
れ
！ 
特
産
品

耳
が
痛
い
教
訓

い
く
ら
寄
付
し
た
ん
？

7
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島
民
サ
ポ
ー
タ
ー
、「
番
付
」を
た
し
な
む
。

 「近未来中之島三景」を作る。
古地図ウォーカーこと、作家の本渡章さん

 「浮雲三景」を作る。

ナカノシマ大学の古地図講座シリーズでおなじみの本渡さん。
街の歩き方や、着眼点を教えてくれる島民の先生的存在だ。

今回注目したのは、中之島の旧さと新しさが交錯した近未来ビュー。カメラ片手に、改めて中之島を巡っていただいた。

本渡さんは、クラウド・ウォッチャーを自認する雲好き。「絵巻物や浮世絵風景画でも雲はつきもの。
建築物を撮ると、近代建築の意匠を軸に語られがちですが、雲と一緒だと建築物ものびのびして見えるかもしれません」。

コツは屋根や壁、塔の先端といった建築物の一部を入れ、人の気配を感じさせること。

　かつて、大阪大学医学部は大阪市立科学館の場所にあった。仲野先生はそのキャンパスに通っていた一人。
千林にある自宅から京阪電車を使い、土佐堀川沿いを歩いて通っていたあの頃。

庭同然だった中之島界隈には、印象に残る石碑がいくつもあった。今も変わらず残されている、中之島らしい史跡といえば？

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
番
付
の
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は
、す
で
に
お
伝
え
し
た
と
お
り
。

特
別
に
、本
誌
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
お
二
人
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
中
之
島
番
付
を
お
願
い
し
て
み
た
。ど
ん
な「
中
之
島
ら
し
さ
」が
飛
び
出
す
？

シマを貫通する高速道路

錦橋北詰から仰ぐ大同生命ビルと雲

逆櫓の松跡碑

水上の巨大倉庫と巨大市場

剣先の樹の梢越しの雲

福澤諭吉誕生地記念碑淀屋の碑

メルクリウスとミネルバ、２神と遊ぶ雲

昭和橋オブジェ

「三井住友銀行本店の横で腹を見せてうねる阪神高
速。空中に建つ造形の存在感は、ぐぐっと迫るものがあ
る。高速道路は中之島の景観を損ねているのでなく、新
しい景観を生み出しています」

「ゴゴゴゴ…という音がしそうな構図。あえて灰色雲が折
り重なる、曇りの日に撮影」

「文楽や歌舞伎でおなじみの『ひらかな盛衰記』。源義
経と梶原景時が、船を後ろへも漕ぎ進められる逆櫓をつ
けるかどうかを松の下で議論した、という故事にちなんで
ます。史実かどうかわからず、もっと遠い目」

「水上にぬっと浮かんで見える、中之島西端の住友倉
庫と中央卸売市場という二大巨大建造物。曇天なら、
不穏な香りがしてさらに近未来世紀的。端建蔵橋か船
津橋の上から、ぼんやり眺めるのがベスト」

「中之島公園の東端、剣先公園で撮影したもの。浮世
絵風景画の現代版のような趣に」

「福澤諭吉は、この場所にあった中津藩屋敷で生まれ
たんです。阪大病院からほたるまちへと町の姿はすっか
り変わったけど、この石碑だけは同じ場所にひっそりとた
たずんでます。同じく、遠い目」

「中之島線ができるまで、
おけいはんにとっての中之
島最寄り駅は淀屋橋。淀
屋橋駅から阪大医学部へ
と、せっせと歩いてたもので
す。初代・淀屋常安にちな
んで、昔は中之島４丁目あ
たりを常安町いいましたけど、
いまやその名を残すのは橋
の名前だけ。遠い目…」

「大阪市中央公
会堂の屋根に鎮
座した神々の像を
入れて。天界のよ
うな神 し々さです。
私にとって中之島
名所といえば、こ
の中央公会堂。

島民的には定番ですが、撮る場所を上にずらすだけで、また違
った味わいに。同じ絵は二度と撮れない一期一会も奥深い」

「川口居留地跡のほど近
く、美しいアーチを描く名橋
が一瞬、鋼鉄の歯を持つ
オブジェに変貌。昭和橋は
夕刻の空に駆け昇るドラゴ
ンだったのか。見る角度、
立ち位置で風景はするりと
一転します」

 「思いを馳せる石碑番付」を作る。
元・おけいはん医学生こと、大阪大学教授の仲野徹さん

大
関

大
関

大
関
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「昆布水」の生みの親がお届けする、
暑い大阪の夏を乗り切るための昆布の使い方講座。
直伝レシピ&試飲もあり!
　大阪天満宮のお膝元で昆布商を商う
 ［天満大阪昆布］の喜多條清光さんは、
NHKで取り上げられるなどして大ヒットし
た「昆布水」の生みの親。2013年にナカ
ノシマ大学に登場していただいた際には、

大阪と昆布のつなが
りの歴史や昆布の持
つ栄養を活かす方法
を伝授してもらい、
大好評だった。
　そんな喜多條さん
から1通のメールが。

「実は昆布は夏にも良いんです」。暑い
夏はだしをとるのも億劫になりがちで、あ
まり夏に料理をするというイメージがない。
ところが、夏にこそ摂取したい栄養素も
豊富に含まれており、昆布や昆布水の上
手な使い方を考案中なのだとか。
　今回のナカノシマ大学では、喜多條さ
んが開発した大阪の厳しい残暑を乗り切
るための夏の昆布レシピをご紹介。試食
で実際に味わいながら、生活や食卓に取
り入れたい昆布の話をたっぷり教えてい
ただこう。

日時／2015年9月10日（木） 
7:00PM～8:30PM頃（開場6:30PM～）

会場／愛日会館
受講料／2,200円（お土産セット付き）
定員／100名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／関西・大阪21世紀協会

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、FAX、もしくはＨＰ内
の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望の場合は、人数
分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学9月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、9月18日前後より受講票を発送します。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「残暑を乗り切る！ 昆布レシピ」

21世紀の
懐徳堂
プロジェクト

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

2015年9月講座

 「残暑を乗り切る! 昆布レシピ」
講師／喜多條清光（［天満大阪昆布］代表取締役）

夏にも嬉しい昆布レシピいろいろ。
昆布のエキスたっぷりの「昆布水」に、
ライムやレモンを加えた「フレイバー昆
布水」は、熱中症対策にもぴったりとの
こと。その他、ピクルスや牛肉の昆布〆
に応用したりと使い方は幅広い。

昆布の「旨み」を
どう活かす？

◎今月の授業

 【昆布】

家に帰ってすぐ実践できる
お土産付き！
今回の講座の参加者には、天満大阪昆布の
大ヒット商品「昆布革命」（2袋）に加え、昆布パ
ウダーのサンプル、昆布水を使ったレシピが掲
載されたミニブックのセットをプレゼント。
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人
形
の
よ
う
に
操
る
「
看か
ん

々か
ん

踊
り
」
が
出

て
く
る
。「
看
々
踊
り
」は
中
国
伝
来
の「
唐

人
踊
り
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、
江
戸
後

期
か
ら
明
治
期
に
流
行
っ
た
。
落
語
で
は
、

葬
儀
費
用
を
稼
ぐ
た
め
に
、
そ
の
遺
体
を

担
い
で
近
所
を
廻
る
の
だ
が
、
こ
ん
な
こ

と
を
思
い
つ
い
た
熊
五
郎
は
「
け
っ
た
い

な
や
つ
」
の
代
表
だ
。

　
こ
の
両
者
の
違
い
は
、
自
身
の
言
動
の

面
白
さ
を
自
覚
し
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
。

「
お
も
ろ
い
や
つ
」
が
、
他
人
か
ら
「
お

も
ろ
い
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て

い
る（
期
待
し
て
い
る
）の
に
対
し
て
、「
け

っ
た
い
な
や
つ
」
は
、
自
分
が
他
人
か
ら

「
け
っ
た
い
」
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
い
な
い
（
認
め
た
く
な
い
）

傾
向
が
あ
る
。

　
「
笑
わ
せ
る
や
つ
」と「
笑
わ
れ
る
や
つ
」

と
言
い
換
え
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
大
阪
人
は
、「
お
も
ろ
い
や
つ
」
と
「
け

っ
た
い
な
や
つ
」
に
二
分
さ
れ
る
。
そ
れ

以
外
は「
大
阪
市
民
」で
は
あ
っ
て
も
、「
大

阪
人
」
と
は
い
わ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
物
言
い
に
異
論
を
は
さ
む
読
者
も

「
大
阪
人
」
で
は
な
い
。

　
当
然
な
が
ら
、
上
方
落
語
に
は
両
者
の

大
阪
人
が
登
場
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
真
面
目
人
間
も
登

場
す
る
が
、
笑
い
の
量
で
言
う
と
、「
お

も
ろ
い
や
つ
」
と
「
け
っ
た
い
な
や
つ
」

の
会
話
こ
そ
が
爆
笑
の
源
泉
と

な
る
。

　
落
語
『
稽
古
屋
』
は
、
宇
治

名
物
「
ほ
た
る
踊
り
」
を
得
意

芸
と
す
る
喜
六
が
主
人
公
。
裸
の
全
身
を

墨
汁
で
真
っ
黒
に
塗
り
、
赤
い
手
拭
で
頬

か
ぶ
り
し
、
尻
に
火
の
点
い
た
蝋ろ
う
そ
く燭
を
挟

ん
で
蛍
に
扮
し
、
暗
闇
で
踊
り
な
が
ら
、

屁
で
蝋
燭
の
火
を
消
す
と
い
う
重
文
級
の

珍
芸
だ
。

　
落
語
で
は
、
下
痢
気
味
だ
っ
た
喜
六
が

屁
で
は
な
く
（
汚
い
の
で
省
略
）
…
と
な

る
が
、
こ
の
珍
芸
を
実
際
に
試
し
た
友
人

に
よ
る
と
、
屁
が
出
る
前
に
蝋
燭
が
落
ち

て
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
ら
し
い
。

得
意
げ
に
踊
る
喜
六
も
、
そ
れ
を
実
験
し

た
友
人
も
「
お
も
ろ
い
や
つ
」
に
属
す
る
。

　
落
語
『
ら
く
だ
』
に
は
、
遺
体
を
文
楽

௖
Ƞ
ᅶ
া
Ɉ
൥
ੳ!

൦
୥
ଁ
ޑ

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、追
手
門
学
院
客
員
教
授
、

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
務
め
る
。

８
月
天
神
寄
席
の
ゲ
ス
ト
は
、日
本
舞
踊
家
の
山
村
若
静

紀
さ
ん
。舞
台
で
あ
の「
へ
ら
へ
ら
踊
り
」を
披
露
し
て
く

れ
る
か
知
ら
ん
。

 「
お
も
ろ
い
や
つ
」と

 「
け
っ
た
い
な
や
つ
」。

髙
島
幸
次
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◉
8
月
の
お
題
は「
日
本
舞
踊
」

落
語
／
林
家
染
雀「
軽
業
」

　
　
　
桂
三
象「
お
忘
れ
物
承
り
所
」

　
　
　
内
海
英
華「
お
ん
な
道
楽
」

　
　
　
桂
吉
坊「
浮
か
れ
の
屑
よ
り
」

　
　
　
〜
寄
席
の
踊
り（
四
題
）〜
　

　
　
　
桂
よ
ね
吉「
七
段
目
」

鼎
談
／「
オ
チ
の
あ
る
舞
踊
話
」

　
　
　
山
村
若
静
紀（
日
本
舞
踊
家
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
前
売
り
券
を
買
う
と
お
得

「
天
神
寄
席
」の
前
売
チ
ケ
ッ
ト
を
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
買
う
と
、１
８
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

いつ
も
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
と
同
じ
く
、ウェブ
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
を
受
付
中
。

開
催
日
／
8
月
25
日（
火
）

時
間
／
6・30 
PM
〜（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
1
8
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
0
0
0
円
／
当
日
2
5
0
0
円
）

支
払
い
方
法
／
当
日
、現
地
に
て
精
算

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、販
売
終
了
し
ま
す
。

※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
の
み
で
す
。当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
０
６・４
７
９
９・１
３
４
０（
平
日
10・00 

AM
〜
7・00 

PM
）

思
わ
ず
踊
り
出
し
た
く
な
る
8
月
寄
席
。

対談イベント「おうぎの会」を
主宰する山村若静紀さんは、
落語の奥義にも興味津々。

ファンの多い桂吉坊さん。披露
される「浮かれの屑より」は音
楽を用いた賑やかなネタだ。イラスト／フジワラトモコ

天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、土
地
を
提
供
し
て
い
る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、

毎
月
25
日
の
夜
席
を「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

８
月
席
の
お
題
は「
日
本
舞
踊
」。今
回
の
演
目
は
いつ
も
の
上
方
落
語
に
加
え
、

踊
り
に
三
味
線
に
、な
ん
と
も
華
や
か
な
の
で
ご
期
待
を
。

お
題
に
引
っ
掛
け
、登
場
す
る
噺
家
さ
ん
の
踊
り
も
披
露
さ
れ
る
。

鼎
談
ゲ
ス
ト
に
は
日
本
舞
踊
家
の
山
村
若
静
紀
さ
ん
を
迎
え
る
。

異
分
野
と
は
い
え
、上
方
芸
能
同
士
の
意
外
な
共
通
点
が
判
明
す
る
か
も
。

10
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月
の
中
之
島
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
盆

踊
り
の
よ
う
だ
。

　
水
都
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ
ー
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
今
年
、
中
之
島
の
西
端
に
あ

る
「
中
之
島
G
A
T
E
」
で
は
、
ス
ケ
ー
ル

も
巨
大
な
夏
祭
り
が
満
を
持
し
て
開
催
さ
れ

る
。
水
辺
の
夏
祭
り
ら
し
く
水
上
ス
ポ
ー
ツ

や
ク
ル
ー
ズ
、
海
鮮
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
楽
し

め
る
中
、
目
玉
メ
ニ
ュ
ー
は
な
ん
と
盆
踊
り
。

シ
マ
愛
を
煽
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
「
水
都
音

頭
」
な
る
も
の
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

作
ら
れ
た
と
い
う
。

　
開
催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
発
信
し
て
き
た
水
都
の
魅
力
を
凝
縮
し
た

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
。
そ
の
メ
イ
ン
と
し
て
、

誰
も
彼
も
大
歓
迎
な
踊
り
の
場
を
設
け
た
の

は
、
な
ん
と
な
く
海
に
開
け
た
中
之
島
ら
し

い
気
が
す
る
し
、「
川
と
海
か
ら
の
玄
関
口
」

が
会
場
に
な
る
の
も
し
っ
く
り
来
る
。

　
一
方
、
中
之
島
に
籍
を
置
く
企
業
が
主
催

者
と
な
り
、
２
０
１
３
年
に
誕
生
し
た
「
中

之
島
な
つ
ま
つ
り
」
は
今
年
で
３
回
目
。
巨

大
な
櫓
を
囲
ん
で
踊
る
盆
踊
り
を
共
通
言
語

に
、
普
段
な
か
な
か
接
点
が
な
い
企
業
と
地

域
住
民
が
交
流
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、
働
く
場
所
と

住
む
場
所
の
共
存
が
進
む
中
之
島
の
新
し
い

名
物
だ
。
今
年
は
中
之
島
バ
ン
ク
ス
を
第
２

会
場
に
、
さ
ら
に
は
大
阪
水
上
バ
ス
の
ワ
ン

コ
イ
ン
ク
ル
ー
ズ
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　
「
地
域
の
方
や
沿
線
の
方
も
含
め
、
幅
広

い
層
の
方
が
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
の
を
見
る

と
、
趣
旨
で
あ
る
『
中
之
島
西
エ
リ
ア
に
お

け
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
』
の
実

現
や
成
功
を
実
感
し
ま
す
」
と
、
実
行
委
員

会
に
加
わ
る
京
阪
電
鉄
の
吉
城
寿
栄
さ
ん
。

「
継
続
を
目
指
し
て
、
ど
ん
ど
ん
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

り
好
き
の
中
之
島
」
を
後
押
し
す
る

の
は
、
大
阪
城
天
守
閣
で
８
月
頭
に

開
催
さ
れ
る「
豊
国
踊
り
」。
こ
れ
は
そ
の
昔
、

豊
臣
秀
吉
の
七
回
忌
に
当
た
る
慶
長
９
年

ベ
ン
ト
と
し
て
、
豊
国
踊
り
は
ぴ
っ
た
り
だ

っ
た
わ
け
だ
。

　
再
現
に
乗
り
出
し
た
大
阪
城
天
守
閣
館
長

の
北
川
央
さ
ん
は
、「
今
回
を
第
１
回
と
し
、

大
阪
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。「
当
時
に
な
ら
い
、
一
般
市

民
の
参
加
も
大
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
河
内
音

頭
風
、
よ
さ
こ
い
風
、
阿
波
踊
り
風
、
サ
ン

バ
風
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
風
…
自
由
に
基
本
型

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、『
平
成
の
豊
国

踊
り
』
を
創
り
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
「
踊
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
真
夏
の
中

之
島
は
去
年
よ
り
も
熱
く
な
り
そ
う
だ
。

（
１
６
０
４
）
に
京
都
で
行
わ
れ
た
「
豊
国

臨
時
祭
礼
」
の
目
玉
だ
っ
た
。
盛
大
な
祭
礼

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
市
民
総
勢
１

５
０
０
名
が
組
ご
と
に
揃
い
の
衣
装
と
笠
を

身
に
付
け
て
秀
吉
を
祀
っ
た
神
社
で
踊
り
、

御
所
内
に
ま
で
踊
り
込
ん
だ
。
こ
の
伝
統
的

な
舞
踊
が
、
豊
臣
家
の
本
拠
地
で
あ
る
大
阪

で
再
現
さ
れ
る
。
本
誌
で
も
た
び
た
び
お
伝

え
し
た
と
お
り
、
中
之
島
に
も
か
つ
て
豊
国

神
社
が
存
在
し
、
大
阪
市
役
所
拡
張
の
た
め

に
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
に
大
阪
城
内
に

遷
座
し
た
。
そ
の
よ
う
な
縁
も
あ
り
、
大
坂

の
陣
４
０
０
年
を
記
念
し
た
市
民
参
加
型
イ

取
材・文
／
江
口
由
夏（
本
誌
）

8

踊中
之
島
の
夏
が
、

盆
踊
り
に
染
ま
り
つ
つ
あ
る
。

中之島なつまつり2015
「これが来たら夏も終わりやなあ」と、すっかり島民にも
定着。メイン会場となる大阪国際会議場のピロティ部
分には櫓が組まれ、河内家菊水丸さんが音頭をとる。中
之島界隈の名店によるグルメ屋台も出店。
日時／8月28日（金）5:00PM～9:00PM頃
会場／大阪国際会議場１Fプラザ
入場無料・詳細は
http://nakanoshima-natsumatsuri.jp

大坂の陣400年プロジェクト
「天守閣で夕涼み」
昨年から始まったプロジェクトの舞台として、大阪城天
守閣では様々なイベントを年中開催。夏期は天守閣を
バックに豊国踊りの無料観覧あり、戦国時代をモチーフ
にした縁日ありの２日間だ。期間中は天守閣も特別開
館延長されるので、最上階からの夜景も期待できる。
日時／8月8日（土）～9日（日）
（「豊国踊り」お披露目は8日のみ7:00PM～8:00PM）
会場／大阪城天守閣前本丸広場
有料ゾーンあり・詳細はhttp://www.osakacastle.net

水都大阪2015「水都村 ビッグ盆」
中之島漁港がオープンした「中
之島GATE」に、この夏だけの
「水都村」が出現。パドルボード
やカヤックといった体験型プロ
グラムや、海鮮ビアガーデンが
満喫できる。メインイベントの盆
踊りはクラゲモチーフの櫓を囲
み、オリジナルの「水都音頭」で
盛り上がること必至。
日時／8月15日（土）～16日
（日）、21日（金）～23日（日）　12:00AM～8:00PM　
会場／中之島GATE　入場無料
有料ゾーンあり・詳細はhttp://daihakken.com/
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 「
時
代
を
映
す
鏡
」

黒
田一樹
さ
ん
の

地
下
鉄

地
下
線
セ
ミ
ナ
ー

 「
時
代
を
映
す
鏡
」

黒
田一樹
さ
ん
の

地
下
鉄

地
下
線
セ
ミ
ナ
ー

 「
時
代
を
映
す
鏡
」

黒
田一樹
さ
ん
の

地
下
鉄

地
下
線
セ
ミ
ナ
ー

今
年
の
水
辺
は一味
違
う
。

か
も
め
船
長
の

水
辺
航
海
日
誌
八
月
○
×
日

手
を
振
り
合
う
季
節
。

　
以
前
こ
の
コ
ラ
ム
で
「
都
心
の
川
の
遊
覧
は
、
陸
の
人

や
行
き
会
う
船
の
お
客
さ
ん
た
ち
と
手
を
振
り
合
え
る
の

も
楽
し
い
」
と
書
い
た
。
水
辺

に
涼
を
求
め
る
人
も
増
え
る
夏
。

船
の
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
パ
レ

ー
ド
気
分
や
な
ぁ
」
と
い
う
感

想
も
出
た
り
す
る
。
ち
な
み
に
、

船
と
岸
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
身
ぶ
り
＆
声

出
し
が
ポ
イ
ン
ト
。
手
を
振
っ

て
る
の
に
気
づ
い
て
も
ら
え
ず

通
過
、
と
い
う
サ
ミ
シ
イ
場
面

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
恥
じ

ら
い
を
捨
て
て
大
げ
さ
に
！

　
船
上
で
見
て
い
る
と
、
こ
う
い
う
の
が
得
意
な
の
は
子

ど
も
た
ち
。
あ
の
建
物
が
何
年
築
と
か
、
勤
務
先
の
ビ
ル

が
見
え
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
あ
ん
ま
り
興
味
が
な

い
の
で
、
人
影
を
見
か
け
る
と
片
っ
ぱ
し
か
ら
「
お
ー
い

！
」
と
声
を
か
け
て
楽
し
ん
で
い
た
り
し
て
微
笑
ま
し
い
。

水
都
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ
ー
。

　
今
年
、
２
０
１
５
年
は
水
都
大
阪
の
「
シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ

ー
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
４
０
０
年

前
は
大
坂
冬
の
陣
、

夏
の
陣
で
豊
臣
時
代

が
終
わ
り
、
大
阪
に

と
っ
て
一
大
転
機
と

な
っ
た
年
。
道
頓
堀

が
開
削
さ
れ
た
の
も

４
０
０
年
前
だ
っ
た
。
中
之
島
公
園
は
大
き
な
催
し
物
が

数
々
計
画
さ
れ
て
い
て
、
夏
か
ら
秋
の
良
い
季
節
の
間
、

カ
フ
ェ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
な
ど
が
水
辺
の
あ
ち
こ

ち
で
展
開
さ
れ
る
。
市
役
所
や
公
会
堂
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、

新
し
い
と
こ
ろ
で
は
中
之
島
の
西
端
を
臨
む
「
中
之
島

G
A
T
E
」
で
行
わ
れ
る
盆
踊
り
や
大
正
区
の
「
リ
バ
ー

ビ
レ
ッ
ジ
」
な
ど
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
水
上

で
も
大
小
の
新
し
い
船
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
し
、「
水

都
大
阪
２
０
１
５
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、久
々

の
ア
ー
ト
船
「
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
」
も
登
場
す
る
。

　
船
長
を
や
っ
て
い
る
と「
手
を
振
ら
れ
る
な
ら
こ
の
辺
」

と
い
う
の
が
以
前
は
限
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
今
は
そ
こ

ら
じ
ゅ
う
の
水
辺
や
船
か
ら
手
を
振
ら
れ
る
の
で
、
気
が

抜
け
な
く
な
っ
て
き
た
。
堀
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
伸
び
て

い
っ
た
近
世
の
大
坂
の
よ
う
に
、
水
辺
を
楽
し
め
る
場
所

は
点
か
ら
面
に
広
が
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

「
色
々
あ
っ
て
オ
モ
ロ
イ
で
」が
好
き
。

　
「
先
日
パ
リ
を
旅
行
し
て
き
た
ば
か
り
」
と
い
う
お
客

さ
ん
を
、
道
頓
堀
か
ら
中
之
島
ま
で
ご
案
内
し
た
。
最
初

の
こ
ろ
「
パ
リ
は
こ
ん
な
、
大
阪
は
こ
ん
な
」
と
比
べ
て

い
た
の
が
、
東
横
堀
川
の
水
門
を
通
る
こ
ろ
に
は
「
こ
れ

は
パ
リ
に
は
な
か
っ
た
な
ぁ
」、
中
之
島
の
夜
景
を
見
る

こ
ろ
に
は
「
パ
リ
よ
り
エ
エ
で
」
と
い
う
声
に
な
っ
た
。

私
は
パ
リ
の
水
辺
を
体
験
し
て
い
な
い
が
、
要
は
大
阪
の

水
辺
の
風
景
の
多
彩
さ
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
け
た
の
だ

と
思
っ
た
。

　
大
阪
城
に
グ
リ
コ

看
板
に
中
央
公
会
堂

…
見
ど
こ
ろ
は
数
あ

れ
ど
、
世
界
ク
ラ
ス

の
絶
対
的
な
定
番
！

と
な
る
よ
う
な
強
力

な
場
所
が
大
阪
に
は

な
い
。
こ
れ
は
残
念

な
が
ら
認
め
ざ
る
を

得
な
い
と
思
う
。
水

都
大
阪
の
宣
伝
戦
略

と
し
た
ら
不
利
だ
ろ

う
け
れ
ど
、
こ
の
「
色
々
あ
っ
て
オ
モ
ロ
イ
で
」
と
い
う

整
理
し
き
れ
な
い
雰
囲
気
は
、
大
阪
人
自
身
が
好
き
な
雰

囲
気
だ
と
思
う
し
、
そ
う
や
っ
て
街
の
人
に
気
に
入
ら
れ

て
い
る
感
じ
の
ほ
う
が
、
こ
の
先
４
０
０
年
の
水
都
大
阪

が
楽
し
く
な
る
、
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

中
野
弘
巳（
御
舟
か
も
め
船
長
）

な
か
の・ひ
ろ
み
　
定
員
10
名
の
小
さ
な
遊
覧
船「
御
舟

か
も
め
」船
長
。
今
夏
も
終
夜
運
航
の
特
別
企
画

「osakabotel（
オ
オ
サ
カ
ボ
ー
テ
ル
）」を
開
催
。真
夜
中

の
港
湾
風
景
や
早
朝
の
ビ
ル
街
は
、目
の
覚
め
る
姿
！

http://w
w
w
.ofune-cam

om
e.net
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６
月
に
開
催

さ
れ
た
ナ
カ
ノ

シ
マ
大
学
の
鉄

道
講
座
も
大
入

り
満
員
。
大
人

気
の
黒
田
一
樹

さ
ん
が
創
元
社

で
行
っ
て
い
る

地
下
鉄
が
テ
ー
マ
の
シ
リ
ー
ズ
講

座
「
関
西
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
作
法
」の
第
２
回
目
が
開
か
れ
る
。

　

前
回
は
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
歴

史
を
は
じ
め
、
昭
和
に
京
阪
神
で

誕
生
し
た
地
下
線
を
特
集
し
た
。

今
回
は
そ
の
平
成
編
で
、
月
刊
島

民
の
舞
台
で
あ
る
中
之
島
を
走
る

京
阪
電
車
中
之

島
線
の
ほ
か
、

京
都
で
地
下
鉄

と
の
乗
り
入
れ
を
果
た
し
た
京
阪

電
車
京
津
線
、
阪
神
電
車
な
ん
ば

線
な
ど
も
話
題
に
上
る
予
定
だ
。

　

地
下
鉄
は
時
代
を
映
す
鏡
で
あ

る
と
い
う
の
が
黒
田
さ
ん
の
持
論
。

「
１
９
８
０
年
代
以
降
の
地
下
駅
が
、

機
能
主
義
か
ら
ア
メ
ニ
テ
ィ
志
向

へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
過
程
に
迫

り
た
い
」
と
の
こ
と
。
ナ
カ
ノ
シ

マ
大
学
フ
ァ
ン
は
こ
ち
ら
も
要
注

目
だ
。（
大
迫 

力
・
本
誌
）　

 「
時
代
を
映
す
鏡
」

黒
田一樹
さ
ん
の

地
下
鉄

地
下
線
セ
ミ
ナ
ー

 「
時
代
を
映
す
鏡
」

黒
田一樹
さ
ん
の

地
下
鉄

地
下
線
セ
ミ
ナ
ー

 「
時
代
を
映
す
鏡
」

黒
田一樹
さ
ん
の

地
下
鉄

地
下
線
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
の
６
月
、
大
阪
市
中
央
公
会

堂
の
地
下
１
階
に
新
し
い
レ
ス
ト

ラ
ン
﹇
中
之
島
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ー

ト 

ア
ウ
ェ
イ
ク
﹈
が
オ
ー
プ
ン
し

た
と
聞
き
、
さ
っ
そ
く
潜
入
。
重

要
文
化
財
で
あ
る
中
央
公
会
堂
に

は
、
平
日
の
昼
間
か
ら
同
窓
会
ら

し
き
年
配
の
団
体
や
、
親
子
連
れ
、

カ
ッ
プ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
街
ら
し
い

ス
ー
ツ
姿
な
ど
様
々
な
層
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

　

内
観
は
中
央
公
会
堂
の
特
徴
で

あ
る
赤
レ
ン
ガ
の
壁
を
活
か
し
、

前
レ
ス
ト
ラ
ン
の
空
間
を
再
利
用
。

店
内
奥
に
あ
る
ゆ
っ
た
り
し
た
ソ

フ
ァ
ー
席
に
着
き
、
も
ち
ろ
ん
注

文
は
、「
中
央
公
会
堂
と
い
え
ば
」

の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
限
定
オ
ム
ラ
イ

ス
だ
。

　

新
レ
ス
ト
ラ
ン
が
打
ち
出
し
た

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
異

な
る
ネ
オ
・
オ
ム
ラ
イ
ス
。
と
ろ

と
ろ
の
卵
が
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
に
か

ぶ
さ
り
、
さ
ら
に
繊
維
が
ほ
ろ
ほ

ろ
に
な
る
ま
で
煮
込
ん
だ
牛
肉
入

り
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
が
た
っ
ぷ

り
。
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
思

え
る
が
、
北
浜
散
策
つ
い
で
に
寄

っ
た
と
い
う
お
隣
の
ご
婦
人
は「
私

み
た
い
な
年
寄
り
で
も
、
胃
に
も

た
れ
ず
ぺ
ろ
り
。
今
日
は
友
人
も

連
れ
て
き
ま
し
た
」。
レ
ス
ト
ラ
ン

ス
タ
ッ
フ
い
わ
く
、
オ
ム
ラ
イ
ス

設
置
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
オ
ー
プ
ン

前
か
ら
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。
島

民
に
愛
さ
れ
る
中
央
公
会
堂
の
レ

ス
ト
ラ
ン
は
、
そ
れ
だ
け
期
待
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。（
江

口
由
夏
・
本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１５年８月１日発行

PLAY『IE： THE PLAY HAVE A HOUSE』（1972） 
© PLAY Hito Steyerl『Liquidity Inc.』（2014）

Image CC 4.0 Hito Steyerl
Courtesy of the Artist and 
Andrew Kreps Gallery, New York

Aki Sasamoto『Talking in Circles 
in Talking』（2015）
© Aki Sasamoto, Courtesy of 
Take Ninagawa, Tokyo
Photo by Kei Okano

中
央
公
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生
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ト
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生
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央
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会
堂
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地
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中之島ソーシャルイート アウェイク
（大阪市中央公会堂 地下１階）
料理監修の米村昌泰氏による本格フレンチはダ
イニングエリアで。バルエリアではタパス702円～
として注文可能。クラフトビール734円～と共に。
ランチはオムライス1,500円と並び、好みの２皿
を選ぶプリフィックスランチ1,500円～が人気。
☎06-6233-9660　11:30AM～11:00PM
※ランチは～LO3:00PM 第四火曜休

 「
流
れ
」を
題
材
に
し
た
作
品
が
集
ま
る
、

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
美
術
展
。

 「
流
れ
」を
題
材
に
し
た
作
品
が
集
ま
る
、

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
美
術
展
。

 「
流
れ
」を
題
材
に
し
た
作
品
が
集
ま
る
、

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
美
術
展
。

　

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

２
年
に
一
度
、
国
際
的
な
美
術
展

〝
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
〞
を
開
催
し
て
い

る
。
ア
ー
ト
と
異
分
野
を
結
び
つ

け
る
こ
と
で
、
新
し
い
ア
ー
ト
の

誕
生
を
予
感
さ
せ
た
り
、
社
会
の

在
り
方
に
問
題
提
起
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
テ
ー
マ
だ
。
ま
た
、

堂
島
川
を
臨
む
会
場
ら
し
く
、
こ

れ
ま
で
の
開
催
で
は
「
川
」
と
の

関
連
性
を
意
識
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

を
元
に
出
品
さ
れ
て
き
た
。

　

４
回
目
を
迎
え
る
「
堂
島
リ
バ

ー
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
５
」
の

タ
イ
ト
ル
は「Take M

e To The 
River 

同
時
代
性
の
潮
流
」。
今
回

も
川
の
流
れ
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
、
現
代
に
お
け
る

時
間
の
流
れ
や
、
流
動
化
す
る
社

会
を
取
り
上
げ
た
作
品
が
集
ま
っ

た
。
そ
の
表
現
方
法
は
様
々
で
、

写
真
や
映
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
っ

た
自
由
な
発
信
装
置
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
出
身
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
ア

メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
日
本
な
ど
、

実
に
国
際
色
豊
か
。
川
や
流
れ
に

対
す
る
解
釈
が
、
国
籍
や
個
人
の

主
観
に
よ
っ
て
ど
う
異
な
る
の
か

が
興
味
深
い
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

堂島リバー
ビエンナーレ2015
期間／～8月30日（日）まで　無休
開館時間／11:00AM～７:00PM
※入館は閉館の30分前まで
入場料／1,000円
問い合わせ☎06-6341-0115
（堂島リバーフォーラム）

創元社 鉄道セミナー
「関西アンダーグラウンドの作法 
京阪神 地下鉄・地下線ガイド」
日時／2015年8月21日（金）
7:00PM～8:30PM（開場6:30PM～）
会場／創元社本社　４階セミナールーム
受講料／2,000円
申し込み・問い合わせ
☎06-6231-9011

13

ଅൡTmj,63,glbb���/1 0./3-.5-0/���008/0



http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　17

HUB 中之島フェスティバルプラザ店
●中之島フェスティバルタワーB1F
　オリジナルのHUBエールは１パイントで880円（上写真）、
１／２グラス490円、３／４グラス700円。その他にドラフトビ
ールは3種類、世界各国のクラフトビールや季節限定の銘
柄も。パブと言えばのフィッシュアンドチップス（レギュラー
630円／ハーフサイズ400円）はじめフードメニューも充実。
朝から深夜まで通し営業のため、昼間などにはカフェ遣い
の女性客が多いというのもこの店ならでは。☎06-6233-
8682　11:00AM～0:00AM（LO11:45PM）　

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

ュ
ー
ブ
の
洗
浄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

グ
ラ
ス
を
冷
や
す
温
度
に
も
明
確
な
規

定
が
あ
る
。
冷
え
す
ぎ
て
い
る
と
、
き

め
細
や
か
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
泡
を
付
け

ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
こ
の
泡
を
楽
し
む
と
っ
て
お
き
の
方

法
が
あ
る
。
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
と
、

グ
ラ
ス
の
内
側
に
泡
の
跡
が

残
る
。こ
れ
を「
エ
ン
ジ
ェ
ル

リ
ン
グ
」
と
呼
び
、
上
手
に

入
れ
ら
れ
た
ビ
ー
ル
は
こ
の

跡
が
き
ち
ん
と
残
り
、
グ
ラ

ス
を
傾
け
た
回
数
だ
け
リ
ン

グ
が
見
ら
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
味
や
品
質
の
追
究
と
共
に

も
う
一
つ
大
事
に
し
て
い
る

の
が
、
店
で
働
く
従
業
員
の

働
く
姿
だ
。「
ど
れ
だ
け
美

味
し
い
も
の
を
出
し
て
も
、

店
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
け
れ

ば
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。

笑
顔
で
元
気
よ
く
、
お
客
さ

ん
と
の
距
離
が
近
く
な
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
、
店
長
の
深
野
真
也
さ

ん
。
実
際
、
週
末
の
混
雑
し
て
い
る
時

間
帯
で
も
、
店
の
あ
ち
こ
ち
で
ス
タ
ッ

フ
と
お
客
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　
﹇
Ｈ
Ｕ
Ｂ
﹈
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ

ブ
と
同
じ
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
オ
ン
デ

リ
バ
リ
ー
の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

注
文
す
る
度
に
お
金
を
支
払
う
ス
タ
イ

ル
で
、
会
計
が
わ
か
り
や
す
い
だ
け
で

な
く
、
自
由
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
店
を
出

ら
れ
る
利
点
が
あ
る
。
1
人
で
も
、
1

杯
だ
け
で
も
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

好
き
な
時
に
好
き
な
よ
う
に
、
ビ
ー
ル

を
味
わ
え
ば
い
い
。

　
誰
で
も
気
軽
に
飲
め
て
、
実
は
奥
が

深
い
。
そ
ん
な
ビ
ー
ル
の
楽
し
み
方
を
、

英
国
風
ス
タ
イ
ル
の
パ
ブ
を
通
し
て
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
﹇
Ｈ
Ｕ
Ｂ
﹈
だ
。

　
ビ
ー
ル
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ド
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
あ
る

﹇
ハ
ブ
エ
ー
ル
﹈
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

ビ
ー
ル
は
何
と
言
っ
て
も
鮮
度
が
大
切
。

店
舗
か
ら
注
文
が
あ
っ
た
当
日
に
新
潟

県
に
あ
る
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
樽
詰
め
し
、

チ
ル
ド
配
送
し
て
翌
日
に
は
各
店
舗
に

届
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

香
り
や
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
を
そ
の
ま

ま
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ビ
ー
ル
は
注
ぎ
方
に
も
気
を
配
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
。
サ
ー
バ
ー
内
や
チ

オーダー＆会計はこちらで。元気なスタッフの笑
顔が店の雰囲気を盛り上げる。

HUBエールは季節によって味を変えている。今飲める春夏のものは、フルーティで
女性にも飲みやすい味。秋冬はコクがあってしっかりした味わい。飲み比べてみよう。

美味しいビールのための、
品質、技術、そして…。
 ［HUB］ ●ブリティッシュパブ
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中之島線北
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地
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堀
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扇 町 通
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島
川

土
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堀
川

大阪府庁

ホテル京阪
天満橋

阪神
百貨店

阪急百貨店

阪急梅田駅

大阪
駅

大阪天満宮駅
地下鉄谷町線

曽 根 崎 通JR東西線

住友病院

松
屋
町
筋

堺
筋

四
つ
橋
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御
堂
筋

な
に
わ
筋

谷
町
筋

上
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満
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筋

地
下
鉄
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町
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大
川

地

地
下
鉄
御
堂
筋
線

下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
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ド
ー
チ
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駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅

阪神
本線

新福
島駅

扇
町
駅

天満駅

南
森
町
駅

天
神
橋
筋

新
御
堂
筋

なにわ橋駅

京阪本線

靱公園

淀
屋
橋
駅

北御堂

HUB（中之島フェスティバルタワーB1F／P14）
天満天神繁昌亭（P5・10）

古河
大阪ビル

大阪市役所

リーガロイヤルホテル

9/10
ナカノシマ大学
開催!

9/10
ナカノシマ大学
開催!

大阪天満宮

大阪大学
中之島
センター

大阪市立科学館

ソーシャルイート
アウェイク

（大阪市中央公会堂
B１F／P13）

大阪
倶楽部

国立国際美術館

8/21
ナカノシマ大学
開催!

8/21
ナカノシマ大学
開催!

東洋陶磁美術館
ダイビル
本館（P3・5）

難波橋（P2）

大阪城天守閣
（P11）

中之島バンクス

大阪府立中之島図書館（P６）

アートエリアB1
中之島
剣先公園（P5）

中之島センタービル（P3）

愛日会館（P９）

追手門学院
大阪城スクエア

OMMビル
（P3）

御霊神社
（P5）

大阪証券
取引所（P3）

淀屋の碑
（P８）

中之島フェスティバルタワー（P3）

鉾流橋（P2）

水晶橋
（P2）

大阪国際会議場（P11）

堂島リバー
フォーラム

（P13）

日銀前のポスト
（P5）

少彦名神社
（P5）

堂島大橋（P2）

中之島駅（P5）

田蓑橋（P2）

昭和橋（P８）
中之島GATE（P11）

錦橋
（P６）

福澤諭吉誕生地記念碑
（P８）

蛸の松（P5）
中之島ガーデンブリッジ（P2）

相互タクシー北新地乗場（P3）

逆櫓の松（P８）

創元社ビル（P13）

江之子島文化芸術創造センター

大阪市
中央卸売市場

グランフロント大阪

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／梅田 蔦屋書店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&
ジュンク堂書店 梅田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部
／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／
大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪城スクエア・大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャ
ンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャ
ンパス　［店舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫茶SAWA／グラン
スイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証
券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／FOLK／フレイム
ハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪
府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリン
ト社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（渋谷）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告豪商、どうでしょう。
この秋から始まる朝ドラは、幕末の大坂屈指の豪商「加島屋」がモデル。
ところで、「豪商」とは誰を指すのか？ そしてその実態やメカニズムは？

●『月刊島民』vol.86は2015年9月１日発行です!

グ
ラ
ス
の
内
側
に
泡
の
跡
が

残
る
。こ
れ
を「
エ
ン
ジ
ェ
ル

リ
ン
グ
」
と
呼
び
、
上
手
に

入
れ
ら
れ
た
ビ
ー
ル
は
こ
の

跡
が
き
ち
ん
と
残
り
、
グ
ラ

ス
を
傾
け
た
回
数
だ
け
リ
ン

グ
が
見
ら
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
味
や
品
質
の
追
究
と
共
に

も
う
一
つ
大
事
に
し
て
い
る

の
が
、
店
で
働
く
従
業
員
の

働
く
姿
だ
。「
ど
れ
だ
け
美

味
し
い
も
の
を
出
し
て
も
、

店
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
け
れ

ば
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。

笑
顔
で
元
気
よ
く
、
お
客
さ

ん
と
の
距
離
が
近
く
な
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
、
店
長
の
深
野
真
也
さ

ん
。
実
際
、
週
末
の
混
雑
し
て
い
る
時

間
帯
で
も
、
店
の
あ
ち
こ
ち
で
ス
タ
ッ

フ
と
お
客
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　
﹇
Ｈ
Ｕ
Ｂ
﹈
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ

ブ
と
同
じ
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
オ
ン
デ

リ
バ
リ
ー
の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

注
文
す
る
度
に
お
金
を
支
払
う
ス
タ
イ

ル
で
、
会
計
が
わ
か
り
や
す
い
だ
け
で

な
く
、
自
由
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
店
を
出

ら
れ
る
利
点
が
あ
る
。
1
人
で
も
、
1

杯
だ
け
で
も
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

好
き
な
時
に
好
き
な
よ
う
に
、
ビ
ー
ル

を
味
わ
え
ば
い
い
。
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